Studies on New Fluorine-Containing Synthons : Their Syntheses and Reactions by 林, 剛
 
 
氏     名   林 剛史 
学 位 の 種 類    博士（理学） 
学 位 記 番 号    第 5660 号 
学位授与年月日   平成 23 年 3 月 24 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 2項 
学 位 論 文 名    新規含フッ素合成ブロックの開発とその反応 
(Studies on New Fluorine-Containing Synthons:Their Syntheses and Reactions) 
論文審査委員    主 査 教 授 飯尾 英夫   副 査 教 授 大船 泰史   
          副 査 教 授 木下 勇    副 査 講 師 臼杵 克之助 
 
 









る。そこで、有機合成において有用で汎用性の高い 2 つの反応、細見-櫻井反応と Diels-Alder 反応
に着目し、新規含フッ素合成ブロックの開発を行った。 





























(E)-1-benzyloxy-3-fluoro-1,3-butadiene を用いた種々のジエノフィルとの Diels-Alder 反応、お
よびヘテロ Diels-Alder 反応の検討を行っている。それぞれ対応する環化生成物を収率良く与えるこ
とを見いだし、主生成物の立体化学を NMR 測定により決定した。さらに、Gaussian03 による分子軌
道計算をフルオロジエンについて行い、Kitahara-Danishefsky ジエンと軌道の拡がりが類似してい
ることを明らかにし、Diels-Alder 反応における位置選択性を確認している。 
 以上のように、本論文は、β-フルオロアリルシランとフルオロジエンの開発を通して、含フッ
素有機化合物の合成方法論に新たな知見を与えており、生体関連物質をモデルにした含フッ素擬似体
の合成に関する研究の展開に大きく寄与すると考えられる。よって、博士（理学）の学位を授与する
に値すると審査した。 
